









Factors that Affect the Disability Acceptance of Parents 





Purpose: This study clarifies the factors that affect parents’ acceptance of the disabilities of their children with 
developmental disabilities and also obtains basic information regarding support for parents. 
Method: We focus on the disability acceptance of parents who have received a notice of diagnosis. In Study 1, 
we examine the parents’ self-assessment of disability acceptance. In Study 2, we implement a semi-structured 
interview about social support for parents. 
Results: A necessary factor for parents’ acceptance of their children’s disability was sufficient time for trial and 
error in their involvement with the children. 
Conclusion: A parents’ meeting acted as a companion group to “support the children in the same direction.” 
The parents acted as a “place of growth” for the children, and both these supported the parents. 
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Ⅰ 緒 言 
 
１ 研究の背景  































































































統計処理は統計ソフト SPSS14.0 forWindows 
を用い，割合の比較には X²検定，平均の比較に 
はノンパラメトリックな手法による u 検定を行 



















85 以上の男児だった。A 児は県立高校 1 年生，B
児は県立高校 3年生，C児は小学校 4年生である。 
2）調査期間 







































子どもの年齢（歳代） 人数（%） 人数（%） 人数（%）
4歳～6歳 3（27.3％） 13（46.4％） 16（41.0％）
7歳～9歳 1（9.1％） 5（17.8％） 6(15.4％)
10歳～12歳 3（27.3％） 4（14.4％） 7(17.9％)
13歳～15歳 3（27.3％） 3（10.7％） 6(15.4％)
16歳～18歳 1（9.1％） 3（10.7％） 4(10.3％)
診断名
自閉症スペクトラム 11（100％） 28（100％） 39(100％)
診断告知を受けた年齢（歳代）
2歳～3歳 3（27.3％） 11（39.2％） 14(35.9％)
4歳～5歳 5（45.4％） 13（46.4％） 18(46.2％)
















は 9 年で，1 歳で特性に気づき 10 歳で診断を受け
ていた。最も短かったのは 1～4 ヶ月の 11 人
（28.2％）で，気づいてから数ヶ月で診断告知を受
けていた。 
図 2 診断告知に要した期間（n＝39） 
4）保護者が最初に気づいた年齢と特性 
保護者が最初に気づいた子どもの特性内容は，






づいた子どもの年齢は，0 歳～2 歳未満 25 人
（64.1％），2 歳以上～3 歳未満 6 人（15.4％），3
歳以上～4 歳未満 8 人（20.5％）であった。 
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は 16～20 が 19 人（48.7％）と最も多かった。 
表 3 保護者の障害受容の平均点（n＝39） 
理解 受け止め 知識の習得 実践 受容




 表 4 障害受容 5 項目の総得点別人数（n＝39） 





合計 39 100.0%  
 



















出来ている 82.1% 56.4% 53.8% 46.2% 64.1%
どちらとも言えない 15.4% 35.9% 41.0% 46.2% 30.8%


































「感情」的受け入れができている保護者は 22 人 






























     
表 6 3 歳児健診の指導有無別・障害受容評価（n＝39） 
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9）診断告知からの経過期間別・障害評価 




表 7 診断告知から現在までの期間別・障害受容（n＝39） 
  
10）現在の子どもの年齢と障害受容 








表 8 子どもの年齢と障害受容（n＝39） 
  
11）診断告知を受けた年齢と障害受容 
診断告知を受けた子どもの年齢を 4 歳未満と 4
歳以上の 2 グループとした。表 9 のとおり全ての
項目に差は認められなかった。 
50 保護者の障害受容に影響を与える要因−社会的支援を視点とした分析−
表 9 診断告知を受けた子どもの年齢と障害受容（n＝39） 

















(2)B 児は診断告知を受けている県立高校 3 年生。 
1 歳 4 ヶ月頃歩行の遅さや足の力が弱いことに































表 10  保護者を支えている支援と環境 
 
 
Ⅳ 考 察 
 
１ 保護者の気づきと診断告知に関する考察 
 4 歳未満に子どもの特性に気づいた 39 人の保護 
者が，診断告知を受けるまでに要した平均期間は



















































ジの 5 つが重要であるという。5) 今回の調査では，
診断告知を受けた年齢と子どもの特性に気づいた年
齢では，障害受容に有意差を認めなかった。 
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